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愛媛信用金庫の概要

名　　　称　愛媛信用金庫
本店所在地　〒790-0002 松山市二番町4丁目2番地11

TEL 089-946-1111（代表） http://www.shinkin.co.jp/ehime/

設　　　立　昭和26年1月27日
出　資　金　15億9千万円（平成17年3月末）
店　舗　数　48店舗　1代理店（平成17年3月末）
役職員等の人数 655人（平成17年3月末）

あいしんは地域とともに歩んでいます。
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貸出金業種別内訳 平成17年3月末

愛媛信用金庫は、大手行とは異なる特性や個性を持った、地域の皆さまに一番身近な地域金
融機関です。
当金庫は、①中小企業の健全な発展、②地域住民の豊かな生活の実現、③地域社会繁栄への

貢献といった3つの理念を踏まえて、地域の中小企業の経営や住民の生活に役立つ金融商品や
金融サービスの提供につとめています。
詳しくは、お近くの営業店窓口やお客さま係へお気軽にお問い合わせください。また、ホー

ムページ（http://www.shinkin.co.jp/ehime/）でも当金庫の営業内容や経営内容をご覧い
ただけます。

個人ローン残高の推移

地域の皆さまからお預かりした大切なお金は、特定業種・特定先に偏ることなく、
地元の中小企業や個人の皆さまに幅広く貸出を行っております

本資料は、信用金庫法第89条第１項において準用する銀行法第21条に基づくディスクロージャー誌ではございません。
詳細につきましては、8月初旬発行予定の「ディスクロージャー2005」をご覧ください。

さらに詳しい商品内容をお知りになりたいお客さまは、
ホームページ（http://www.shinkin.co.jp/ehime/）へのアクセスをお願いします

法人・個人事業主のお客さまへ

あいしん事業者ローンF
現在、融資取引がない方を対象としたローンで
す。事業に必要な運転資金・設備資金としてご
利用いただけます。

あいしん地域活性化ローン『元気！』
当金庫と融資取引がある方を対象としたローン
です。原則無担保で、事業に必要な運転資金を
最長7年までご利用いただけます。

個人のお客さまへ

あいしんきゃっするカードローン
いままでお取り引きのない方もご利用いただけ
ます。お申込みはFAXや郵送で可能。スピーデ
ィな審査で即日回答いたします。

女性専用カードローン「サージュ」
お申込みはインターネット、FAXで可能。ホー
ムアシスタンスサービスや旅行代金の割引な
ど、女性向けの充実したサービス・特典をご用
意しています。
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お客さまの資金需要に積極的かつきめ細やかな対応を行うとともに、経費節減等経営の効率
化にも努めた結果、平成16年度の当期純利益は1,203百万円を計上いたしました。（前期比
59百万円の増益）
この結果、堅調な利益水準のもと、配当率は従来通り6％を予定しております。正式には平

成17年6月22日開催の第55期通常総代会において決定されます。

地域金融機関として自ら果たすべき役割を役職員一人ひとりが強く認識し「あいしんらしい」
きめ細やかな営業活動を展開した結果、預金・貸出金ともに堅調に増加いたしました。

平成17年3月末　　預金残高　　461,339百万円
（前期末比　10,125百万円の増加）

貸出金残高　267,426百万円
（前期末比　 1,594百万円の増加）
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当金庫は、資産の健全化のため積極的に償却・引当を行っており、金融再生法に基づく開示
債権のうち、不良債権に係る実質的な会計上の処理をすべて完了しております。具体的には、
債権ごとに個別貸倒引当金の計上が必要である「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」及び
「危険債権」の個別貸倒引当金の引当率は96.29％となっております。引当が行われていない
3.71％に相当する96百万円は返済が継続されており償却・引当事由に該当しないため引当
が行えないものです。

自己資本比率の推移

金融再生法に基づく開示債権

自己資本比率の状況

不良債権の状況
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あいしんの健全性 あいしんの収益性

（単位：百万円）
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開示区分 平成17年3月末 対前期比増減

金融機関の健全性・安全性の重要な指標である自己資本比率（国内基準）は、毎期順調に伸
展し、平成16年度は13.82％となりました。（前期比0.05％上昇）
当金庫は、早期是正措置の適用基準である4％を引き続き大幅に上回る水準を維持しており

ます。

不良債権比率4.12％
（前期比0.44％改善）

不良債権額は前期比 1,136百万円減少

当期純利益1,203百万円（前期比59百万円の増益）
引き続き安定した利益を計上し、強固な財務体質を構築しています

あいしんの成長性

地域からの信頼のあかしである預金・貸出金はともに堅調に増加しています
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預金量の推移 貸出金量の推移

愛媛信用金庫は、四国の信用金庫の中で最大規模を誇る信用金庫です。
経営内容も健全で、お客さまに安心してお取り引きいただける地域金融機関です。
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